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日本のICTの現状と諸外国の状況
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ICTは教育で有用な媒体？
学校で使える有用なICTコンテンツとは？



ICTの教育効果は？

・　動画の授業利用の調査
　２波パネル調査（2003年7月と11月）

結果：

　動画を利用する児童ほど、学習意欲が高まる
（β=.35, p<.01）

　ドリル型コンテンツの利用の調査

　３波パネル調査
・ 2003年２学期、３学期、2004年１学期

　結果：

　ドリル型コンテンツの利用は、2003年３学期の国語の学力と
算数の学力を高めた（β=.21, p<.01; β=.14, p<.05）。

　



今後日本のICTコンテンツでどのようなもの

が有用か

• 学校はセキュリティの保護のために環境復元ソ
フトが端末に入っているのが一般的で、端末へ
のネットワークからのインストール型のコンテンツ
は利用できない。

• 従って、ネットワーク配信型のコンテンツでないと
学校での利用は不可

• ただし、フラッシュやアクロバット、リアルメディア
以外の独自のプラグインがあると上記の環境復
元ソフトの影響で動かない場合が多い。



コンテンツの内容は？

• 小学校が一番発達段階の差が激しい。特に４年
生以下の児童では、専門的な用語や大人では一
般的な漢字等は理解できない場合が多い。

• 例えば金融経済教育の場合のコンテンツ（金融
庁のHPにあるもの）を例にとると、小学校では利

用が難しいであろう。中学校３年以上くらいなら
可能な場合もある。

• 指導事例を載せておくのも教員の利用をしやすく
する方策の一つである。



次世代のICTの有用なコンテンツとは？

• 動画とドリルを併用したコンテンツが教育では効果がある
可能性が高い。

• しかし、現状のICTのコンテンツでは一般教室での授業
に使える環境にはない。

• コンピュータの操作は難しい。また、ネットや機器の安定
性も今一歩

• 次世代のICTは地上デジタル放送の教育利用であろう。
しかも、サーバー型のデジタル放送のコンテンツ（高画質
動画でデータ放送との併用）が有用であろうと期待してい
る。今年度からその実験が始まる。（総務省・文科省）


